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◇全員登校の日が１日増えましたので「１」

今回の合計は「３」。これを前回の「７５」に加えて、メーターは「７８」になりました。
メーターは８０も目前に迫りました。子どもたちが、夏休みに頑張って作った作品の各種のコ

ンクールへの出品も始まりました。その他にも、２学期は、メーターを伸ばすチャンスは増えて
きます。頑張れ、子どもたち！

◇９月４日（土）
中原煌飛さん（６年生）、石原理陽さん（６年生）
中原空飛さん（１年生）が、運動場の鉄棒付近に落
ちていたたくさんの銀杏の実を、きれいに掃除して
くれましたので「１」

◇９月１１日（土）
中原煌飛さん（６年生）、石原理陽さん（６年生）が
再びきれいに掃除してくれましたので「１」
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＜9月＞
21日（火）：運動会総練習
26日（日）：運動会
27日（月）：運動会代休日

＜10月＞
26日（火）：学習発表会
28日（木）～29日（金）

：宿泊学習（5年生）
＜11月＞
26日（火）：授業参観・学校保健委員会

＜12月＞
1日（水）～3日（金）

：修学旅行（6年生）
10日（金）：持久走記録会・学級懇談

主な行事予定

※上記の内容は、あくまで現時点で
の予定であり、変更になる場合が
あります。 40
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F=ma 慣性の法則は、心にもあてはまる！

慣性の法則………すべての物体は、外部から力を加えられない限り、止まっている
物体はとまったままで、動いている物体はそのまま動き続ける

ある日、手にした雑誌の中にあったこの言葉を見て、夏休み明けの子どもたちの姿
を見ながら、これは子どもたちの行動や成長にもあてはまるものだということに気づ
きました。例えば、………。

◇夏休み明けは、長期の休みが終わった後ということもあって、さすがに、足取りが
重くなる傾向があります。最初の朝の一週間は、確かにそうでした。けれども、そ
のような中、全員出席の日を達成できたのです。
外部から加わった力、それは、まずは子どもたち自身が自分の心に行かなければと
いう力を加えたこと。そして、「夏休みは終わった。２学期が始まった。学校に行
く時だよ。」という保護者の皆さんの引っ張りと後押しという力が加わったこと、
この２つが、子どもたちを動かし始めたのだと思います。

◇２学期になって、朝の登校時刻が早くなった子どもが複数います。不思議と学校で
の生活の様子にも、以前、見られた、だるそうな気配を感じることが少なくなりま
した。朝、ちゃんと起きるということは、ただ、起きるということでとどまるので
はなく、子どもたちの心と体を頑張りモードに切り替えるスイッチを押すことにな
るのです。
外部から加わった力、それは、まずは子どもたち自身が自分の心にちゃんとしよう
という力を加えたこと、そして、この場合は、何よりも保護者の皆さんによる、家
庭での夜から朝にかけての生活習慣の切り替えや立て直しという力が加わったこと
この２つが、子どもたちを動かし始めたのだと思います。

今号で紹介したのは、たまたま朝の２コマでしたが、２学期が始まってからの２週
間あまりを振り返ると、この他にも、同じような「良い方向に動き出した場面」は、
たくさんありました。
そして、そこには、必ず、何らかの外部からの力があったのです。それは言うまで

もなく、ほとんどが保護者の皆様の適切な働きかけ（引っ張りと後押し）です。あら
ためて、そのことを思い、心から感謝しています。

現状を少しでも変えようとする時、そのまま様子を見るという方法もありますが、
それだけではやはり変わらないことが多いようです。もちろん、内容によっては、子
どもたちの自然な気持ちや行動の変化を待つという方法もあるでしょうし、その方が
適していると思える場合もあるでしょう。
しかし、多くの子どもたちを見ていると、より良い変化が見られた時、そこには、

子どもへの適切な働きかけ（引っ張りと後押し）があることが、圧倒的に多いのです。
何が、適切な働きかけになるのかは一概には言えませんが、私が、保護者の皆様の

実際の取組から学んだのは、少しでも良い変化を生もうと考えること、考えた手立て
を実行してみることです。また、子どもたちの変容に一発逆転はありませんので、そ
れを根気強く、継続してみることも欠かせないということです。

子どもたちの心をより良い方向に動かすための外部からの力＝適切な働きかけ（引
っ張りと後押し）を、学校でも、家庭でも、それぞれの立場で続けていきたいものだ
と、あらためて思っています。

今年度の学習発表会は、壱岐の島ホールで行います！

子どもたちや保護者の皆様が、低中高学年ごとに、途中で入れ替えをしなくてもいいよ
うに、そして、少しでも密な状態を避けられるように、今年度は、学習発表会を「壱岐の
島ホール」で行うようにしました。
開催日は、ホールの使用可能日の関係で１０月２６日（火）の午前中に変更します。
詳細はあらためてお知らせします。皆様、楽しみにしておいてください。

※この変更に伴い、11月、12月の授業参観の開催日を変更していますので、下記の「主な行
事予定」をご確認ください。詳細は、後日あらためてお知らせします。
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ヒヤリハットの情報提供を
ありがとうございました！

先日のことです。
ある保護者の方が、子どもが交通ル

ールを守って道路を歩いていたら、ル
ールを守っていなかった車が、子ども
のすぐ近くをスピードを上げて通過し
て危なかったという情報を教えて下さ
いました。また、危ない目にあった子
どもも、直接、担任の先生や私にも教
えてくれました。
それを受けて、学校では、すぐに、

このことを昼の全校の放送で伝え、交
通事故から身を守ることについて、子
どもたちに注意を促す指導を行いまし
た。
交通事故に限らず、危険なことにつ

いては、常に注意喚起が必要です。
貴重な情報提供に心から感謝しま

す。ありがとうございました。そして、
これからも、よろしくお願いします。

←年度当初に配布していた年間の授業参
観等の予定を載せたポスターの中の２
学期の予定が大幅に変わりましたので
ご注意下さい！
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素晴らしきかな、先輩！
郷ノ浦中学校体育大会 中学生の素晴らしい姿は、

まさに、小学生のお手本です！

９月１２日（日）の郷ノ浦中学校の体育大会を参観しましたが、中学生の真剣さ、一生懸命
さ、そして、その中で楽しもうとする姿は、とても素晴らしいものでした。
ややもすると、「真剣さ」や「一生懸命さ」を茶化したり、変に照れて適当にしたり、自分たちの

仲間内だけで楽しもうとしたりする可能性もある世代の子どもたちが、そういう素振りを一つも見
せることなく、３年生を中心として、立派に作り上げた体育大会でした。
そこに、「健全な成長の姿」の一端を見た思いです。そして、このような一生懸命さは、小学

生にも見せるだけの価値があるものだと、強く思いました。
本校を卒業していった子どもたちを、このように育ててくださった郷ノ浦中学校の先生方に

は、感謝の気持ちでいっぱいです。そして、このような中学生の姿につながるように、小学校で
の指導を充実させていかねばと、あらためて思いました。
２６日（日）は本校の運動会です。今度は、小学生が、中学生の姿に倣って、小学生らしさを

存分に出しながら、一生懸命頑張る番です。

９月１日（水） 第２学期始業式
２学期がスタート。子どもたちの素晴らしい決意発表が聞けました！

この日、２学期の始業式を行いました。
今回も、コロナ対策で、体育館に集まって行う方法ではなく、それぞれの教室で放送を聞く

方法で行いました。
私からは、

①東京オリンピック・パラリンピックに関する話。近代オリンピック開始以来一度も変わらなかっ
た理念「より速く、より高く、より強く」に、今回初めて「共に」という言葉が加わったことの持つ
意味

②パラリンピックトライアスロンで銀メダルに輝いた宇田選手の話。事故で右腕切断という大け
がを負い、手術が終わって目覚めた病室のベッドで絶望の中にいた宇田選手に対して、宇
田選手の奥様がかけた「大丈夫、何とかなるよ」の言葉で、宇田選手は救われ、立ち上が
れたこと

の２つを話しました。
「共に」、「大丈夫、何とかなるよ」、この２つは本校の子どもたちにとってぜひ心のどこかに

置かせておきたい大事な言葉の一つです。
この後、１学期の学校評価の結果をふまえた、２学期、具体的

に頑張る目標を伝えました。
各教室では、担任の先生が、その内容を印刷した紙を放送と

同時に黒板に掲示し、話が終わった後、各学級で、さらに具体的
に伝えています。
保護者の皆様や私たち教師、子どもたちの１学期を振り返って

の学校評価を、このようにして２学期に生かしていきます。

この後は、代表児童の２学期頑張ることについての決意発表です。
代表児童２人は、１学期を振り返り、２

学期頑張ることを、マイクに向かってしっ
かり伝えることができました。
その内容、発表の仕方は、できれば全

員の前で発表させたいと思えるほど、素
晴らしいものでした。発表が終わった直
後、各教室から大きな拍手が聞こえてき
ました。

９月３日（金）～５日（日） 夏休み作品展
夏休み中に頑張って作った力作が並びました！

夏休み作品展を３日間にわたって行いました。
体育館中に並んだ、子どもたちが頑張って作った作品を、たくさんの

皆様に観ていただきました。
それぞれに味わいのある作品を観なが

ら、子どもたちの頑張りや、ご家族の皆様の
サポートを感じました。
目にとまったものの一つに、自由研究がありました。自ら学ぶ

学習、論理的な考え方を育てる学習を身に付けるという意味で、
来年度、自由研究等の充実にも取り組んでいきたいと考えてい
ます。
夏休み中の子どもたちの頑張りをサポートしていただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。

９月６日（月）、７日（火） １年生給食指導 ２年生食育指導
食育は大切。野菜の働きを知って、野菜を食べよう！

栄養教諭の篠崎先生に来校いただき、２年生と１年生が、食育について学習しました。
その内容ですが、２年生は、野菜の特徴や野菜の働きを知った上で、野菜をしっかり食べよ

うということについて学習しました。
１年生は、給食の時間に、お茶碗の持ち方、箸の持ち方、たべ

る時の姿勢について、実際に給食を食べながら学習しました。
ちょっぴり野菜が苦手な子も、野菜の持つ働きを知ることで、も

っと食べようという気持ちになれたようです。また、食事の基本的な
姿勢についても、自分を振り返ることができました。
箸の持ち方や食事の姿勢については、もっと早い段階から繰り

返し練習し、身に付ける必要があると強く感じます。幼稚園、保育
所とも連携した取組等にも取り入れていきたいと思います。

９月２日（木）～ 身体測定
身体測定だけでなく、健康についての指導もしています！

２学期当初の身体測定を、各学級ごとに行いました。この取組で、夏休み明けの体の成長
等がわかります。
学校では、定期的に身体測定を行いますが、その時には、測定だけでなく、養護教諭の森

村先生が、その時期や健康課題等に関する講話や指導を行
っています。
９月の講話は、新型コロナウイルス感染症感染予防対策とし

て、手洗いの仕方についての話でした。
今回のテーマであった手洗いですが、手洗い一つとって

も、ごくごく基本的なことをきちんと行うことが、いかに大切であ
るかがわかります。
「基本を大事に」は、すべてに通ずることだと思いました。


